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恵まれた自然環境､産業､文化遺産を有するオホーツク圏域の新たな

地域振興ビジョンを求め､フランスの地方公園制度を参考としたシンポジウムを開催｡

キーワードは｢オホーツク･テロワール｣｡フランス語で｢土壌｣｢風土｣等を意味し､

オホーツク圏の風土に根ざした持続可能な地域振興構想を探ろうとするものですG

【記念講演】食･人･テロワールと地域振興
一食と自然･文化遺産の継承に寄せて-

講師:前パリ･ソルポンヌ大学総長
フランス地理学会会長

ジャン･ロベール･ピット氏
[プ臼フィールユアカデミー･フランセ-ズヰ傭剣(はいけん)会員

*フランス嚢林(がんりん)院　フランス語の保存と純化を目的

とする最古の学術団体｡ 1635年にリシュリューが創設した｡会

員40名B芸術､碑文.文芸､科学､人文　社会科学の4つのアカ

デミーと共に､フランス学士院を構成する｡

著書` ｢フランス景観史｣､｢美食のフランス｣はか多数
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[ワークショップ]テE)ワールと地方自然公園構想

-新たな北海道地域振興モデルの創造と発信に向けて一

会場参加者を含めたトークセッションを開催o
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主催:オホーツク地方自然公園構想国際シンポジウム2010実行委員会

会場:北海道大学学術交流会館講堂

〒060-0808　北海道札幌市北区北8条西5丁目　　電話01 11706-2141

シンポジウムの流れ　　　　　　　　　　　　　　2010年2月24日(水)

12　30-13　00　受付

13.00-13　30　開会行事

13　30-14　30　記念講演

｢食･人･テロワールと地域振興｣
一食と自然･文化遺産の継承に寄せて一

講師　前パリ.ソルボンヌ大学総長､フランス地理学会会長

ジャン･ロベール･ピット氏

14　30-16　00　ワークショップ(会場参加者を含めたトークセッション)

｢テロワールと地方自然公園構想｣

-新たな北海道地域振興モデルの創造と発信に向けて-

参加申し込み(札幌ラウンド)　　lA'X'7:'yi'bi宗LhsFbfE<0',;fgtきて欄に記入の上
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オホーツク地方自然公園構想
国際シンポジウム2010実行委員会
北海道大学札幌サテライト宛

TEL : 011 1706-2405

FAX: 0111706-4129　竃芸盛
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